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市民が真ん中で
駆ける今治

～未来への新しい風を確かなものに～

01



令和５年度　当初予算の概要

　令和5年度の一般会計予算額は、公債費（▲10.3億円）や人件費（▲2.6億
円）が減少する一方で、光熱水費や公営住宅の点検委託などの物件費（＋7.8
億円）、保育給付や障害福祉サービス費などの扶助費（＋3.2億円）、普通建設
事業費（＋3.5億円）などが増加したことにより、前年度比5.3億円増の752.5
億円となっています。
　特別会計の予算額は、413.1億円で、全体で12.9億円（3.0%）の減となっ
ています。これは、小規模下水道事業に地方公営企業法が適用され、小規模
下水道特別会計が下水道事業会計に統合されたこと、港湾事業特別会計に
おいて、荷役機械整備事業費が減少したことなどによるものです。
　企業会計の予算額は、185.3億円で、全体で12.7億円（7.4%）の増となっ
ています。これについても、小規模下水道特別会計が下水道事業会計に統合
されたことなどによるものです。

会計別予算規模

一般会計 （当初予算の推移）

（当初予算の推移）全会計

（単位：千円、％）

用地取得
墓園事業
船舶交通
港湾事業
鉱泉供給事業
駐車場
国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
小規模下水道
　　小　計
水道事業
簡易水道事業
工業用水道事業
下水道事業
　　小　計
　　合　計

一般会計 75,250,000
1,000
49,900
242,600
692,000
10,200
23,100

17,974,000
2,749,000
19,573,000

-
41,314,800
6,687,000
397,500
343,800

11,106,000
18,534,300
135,099,100

74,720,000
1,000
47,600
237,700
1,071,000

9,200
5,600

17,941,000
2,790,000
19,453,000
1,049,000
42,605,100
6,804,000
189,000
335,000
9,937,000
17,265,000
134,590,100

530,000
0

2,300
4,900

▲379,000
1,000
17,500
33,000
▲41,000
120,000

▲1,049,000
▲1,290,300
▲117,000
208,500
8,800

1,169,000
1,269,300
509,000

0.7
0.0
4.8
2.1

▲35.4
10.9
312.5
0.2

▲1.5
0.6
皆減
▲3.0
▲1.7
110.3
2.6
11.8
7.4
0.4

会計
年度 令和５年度

（A）
令和４年度 増減額 増減率

（B）（C）＝（A)-（B）（C）/（B）

特
別
会
計

企
業
会
計

712億円

1,380

700

710

720

730

740

750

760

1,360

1,340

1,320

1,300

1,280

1,260

1,304億円

733億円

1,329億円1,329億円

726億円

1,368億円

1,346億円

742億円
747億円

753億円

1,351億円

（年度）H30

H30

令和１

令和１

令和２

令和２

令和３

令和３

令和４

令和４

令和５

令和５（年度）

1,311億円1,311億円

令和５年度当初予算の
会計別予算規模01
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令和５年４月１日から小規模下水道特別会計は地方公営企業法が適用され、下水道事業会計に統合され
ました。
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　市税収入は前年度と比較して約0.5億円の増加（0.3%）を見込んでお
ります。
　地方交付税については、令和4年度に約13.4億円過大に交付を受けた
ことから、令和5年度の交付税額から差し引き、前年度に比較して15.3億
円の減少（▲7.9%）、過大交付を受けた額は財政調整基金に積み立てて
おり、令和5年度に同額を取り崩すため、繰入金が約15.2億円増加
（61.0%）します。
　市債は臨時財政対策債発行可能額の減少等により約6億円の減少（▲
16.1%）となっています。

歳入予算款別比較

一般会計予算の
概要02

（単位：千円、％）

一般会計　歳入

市税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

法人事業税交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

環境性能割交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

市債

20,445,649

531,000

26,000

60,000

40,000

380,000

3,900,000

20,000

50,000

130,000

17,930,000

17,400

295,106

1,366,760

10,860,876

5,751,216

262,361

1,702,231

4,014,784

2,757,328

1,573,889

3,135,400

75,250,000

27.2

0.7

0.0

0.1

0.1

0.5

5.2

0.0

0.1

0.2

23.8

0.0

0.4

1.8

14.4

7.6

0.3

2.3

5.3

3.7

2.1

4.2

100.0

27.3

0.7

0.0

0.1

0.1

0.7

4.8

0.0

0.1

0.2

26.0

0.0

0.4

1.9

14.5

7.4

0.2

2.4

3.3

2.7

2.2

5.0

100.0

20,390,951

524,000

26,000

60,000

40,000

500,000

3,600,000

20,000

65,000

141,000

19,460,000

18,000

298,016

1,397,497

10,877,957

5,532,378

124,929

1,766,051

2,493,721

1,982,550

1,666,850

3,735,100

74,720,000

54,698

7,000

0

0

0

▲120,000

300,000

0

▲15,000

▲11,000

▲1,530,000

▲600

▲2,910

▲30,737

▲17,081

218,838

137,432

▲63,820

1,521,063

774,778

▲92,961

▲599,700

530,000

0.3

1.3

0.0

0.0

0.0

▲24.0

8.3

0.0

▲23.1

▲7.8

▲7.9

▲3.3

▲1.0

▲2.2

▲0.2

4.0

110.0

▲3.6

61.0

39.1

▲5.6

▲16.1

0.7

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

増減額令和４年度令和５年度
当初予算（A） 当初予算（B）構成比 構成比

増減率
（C）＝（A)-（B）（C）/（B）

年度

款

合　計

市税
27.2％

地方交付税
23.8％国庫支出金

14.4％

県支出金
7.6％

繰入金
5.3％

地方消費税
交付金
5.2％

市債　4.2％

繰越金　3.7％

寄附金　2.3％

諸収入　2.1％

使用料及び手数料　1.8％

その他　2.4％

令和５年度　当初予算の概要



令和５年度　当初予算の概要
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　自主財源は、市税収入の微増に加え、大三島地区造船振興土地の売払
いを予定しているため財産収入が約1億3,700万円（110.0%）、財政調整
基金繰入金などの繰入金が約15億2,000万円（61.0%）の増となってい
ます。そのため、自主財源全体では約23億円（7.6%）の増となっていま
す。
　依存財源では、地方消費税交付金や県支出金が増加している一方、令
和4年度に過大交付を受けた額が差し引かれる地方交付税や市債の減少
に伴い、全体では約17億7,000万円（▲4.0%）の減となっています。

一般会計　歳入財源別比較

歳入予算財源別比較 （単位：千円、％）

市税
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
環境性能割交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
国庫支出金
県支出金
市債

20,445,649
295,106
1,366,760
262,361
1,702,231
4,014,784
2,757,328
1,573,889
32,418,108
531,000
26,000
60,000
40,000
380,000
3,900,000
20,000
50,000
130,000

17,930,000
17,400

10,860,876
5,751,216
3,135,400
42,831,892
75,250,000

20,390,951
298,016
1,397,497
124,929
1,766,051
2,493,721
1,982,550
1,666,850
30,120,565
524,000
26,000
60,000
40,000
500,000
3,600,000
20,000
65,000
141,000

19,460,000
18,000

10,877,957
5,532,378
3,735,100
44,599,435
74,720,000

27.3
0.4
1.9
0.2
2.4
3.3
2.7
2.2
40.4
0.7
0.0
0.1
0.1
0.7
4.8
0.0
0.1
0.2
26.0
0.0
14.5
7.4
5.0
59.6
100.0

54,698
▲2,910
▲30,737
137,432
▲63,820
1,521,063
774,778
▲92,961
2,297,543

7,000
0
0
0

▲120,000
300,000

0
▲15,000
▲11,000

▲1,530,000
▲600

▲17,081
218,838
▲599,700
▲1,767,543
530,000

0.3
▲1.0
▲2.2
110.0
▲3.6
61.0
39.1
▲5.6
7.6
1.3
0.0
0.0
0.0

▲24.0
8.3
0.0

▲23.1
▲7.8
▲7.9
▲3.3
▲0.2
4.0

▲16.1
▲4.0
0.7

27.2 
0.4 
1.8 
0.3 
2.3 
5.3 
3.7 
2.1 
43.1 
0.7 
0.0 
0.1 
0.1 
0.5 
5.2 
0.0 
0.1 
0.2 
23.8 
0.0 
14.4 
7.6 
4.2 
56.9 
100.0 

増減額令和４年度令和５年度
当初予算（A） 当初予算（B）構成比 構成比

増減率
（C）＝（A)-（B）（C）/（B）

年度

款

小　計

小　計
合　計

56.9％
43.1％

自
主
財
源

依
存
財
源

市税
27.2％

県支出金
7.6％

国庫支出金
14.4％

地方交付税
23.8％

その他 1.7％市債 4.2％
地方消費税
交付金 5.2％

諸収入 2.1％
その他 2.5％

繰入金 5.3％

繰越金 3.7％

寄附金 2.3％

自
主
財
源

依
存
財
源
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令和５年度　当初予算の概要

　土木費は、国庫補助を受けて実施する道路橋りょう補修事業費（＋約
3.4億円）や港湾改修事業費（+約3.8億円）などの増により、全体として約
6.6億円（8.2%）の増となっており、教育費は、小中学校の施設整備費、施
設管理費の増などにより全体として約5.4億円（9.2%）の増となっていま
す。
　商工費は、企業立地促進にかかる事業費や新型コロナウイルス感染症
対応地方創生臨時交付金を受けて実施していた事業に一旦区切りがつ
いたことから、全体として約5.6億円（▲17.0%）の減、公債費は、市債の償
還が進んだことで元利償還金が約10.3億円（▲9.6%）減少しています。
　

一般会計　歳出〈款別〉

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費

424,873

6,736,577

29,314,957

5,939,023

261,805

2,415,258

2,727,616

8,686,066

2,646,348

6,396,694

5,400

9,665,383

30,000

75,250,000

418,660

6,709,721

28,840,624

5,799,076

240,950

2,086,993

3,285,501

8,029,136

2,725,529

5,857,474

4,900

10,691,436

30,000

74,720,000

0.6

9.0

39.0

7.9

0.4

3.2

3.6

11.5

3.5

8.5

0.0

12.8

0.0

100.0

0.6

9.0

38.6

7.8

0.3

2.8

4.4

10.7

3.7

7.8

0.0

14.3

0.0

100.0

1.5

0.4

1.6

2.4

8.7

15.7

▲17.0

8.2

▲2.9

9.2

10.2

▲9.6

0.0

0.7

6,213

26,856

474,333

139,947

20,855

328,265

▲557,885

656,930

▲79,181

539,220

500

▲1,026,053

0

530,000

1

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

（単位：千円、％）歳出予算款別比較
増減額令和４年度令和５年度

当初予算（A） 当初予算（B）構成比 構成比
増減率

（C）＝（A)-（B） （C）/（B）
年度

款

合　計

商工費　3.6％

消防費　3.5％

農林水産業費　3.2％

その他　1.0％

民生費
39.0％

公債費
12.8％

土木費
11.5％

総務費
9.0％

衛生費
7.9％

教育費
8.5％



　義務的経費とは、支出することが制度的に義務付けられている経費で
あり、簡単に削減することができない経費として、人件費、扶助費、公債費
で構成されています。
　扶助費が増額しているものの、人件費は定年の引き上げにより定年退
職金が皆減し、公債費も元利償還金の減に伴い減少しているため、義務
的経費全体として約9.7億円（▲2.4%）減となっています。
　物件費は光熱水費や公営住宅の点検委託などにより全体として約7.8
億円（7.0%）の増、普通建設事業費は約3.5億円（6.6%）の増となってい
ます。

一般会計　歳出〈性質別〉

扶助費
22.9％

人件費
16.7％

物件費
15.9％

公債費
12.8％

繰出金
10.8％

補助費等
8.5％

普通建設事業費
7.4％

維持補修費　1.5％積立金　2.0％ その他　1.5％（単位：千円、％）歳出予算性質別比較
増減額令和４年度令和５年度

当初予算（A） 当初予算（B）構成比 構成比
増減率

（C）＝（A)-（B） （C）/（B）
年度

款

人件費

物件費

維持補修費

扶助費

補助費等

      小　　計

普通建設事業費

災害復旧事業費

    小　　計

公債費

積立金

投資及び出資金

貸付金

繰出金

予備費

    小　　計

   合      計

①

②

③

12,543,913

11,939,785

1,101,109

17,223,756

6,443,580

49,252,143

5,585,495

5,400

5,590,895

9,665,383

1,512,731

433,914

618,500

8,146,434

30,000

20,406,962

75,250,000

16.7

15.9

1.5

22.9

8.5

65.5

7.4

0.0

7.4

12.8

2.0

0.6

0.9

10.8

0.0

27.1

100.0

12,807,289

11,157,554

1,066,954

16,905,429

5,517,690

47,454,916

5,239,188

4,900

5,244,088

10,691,436

1,678,030

274,389

698,500

8,648,641

30,000

22,020,996

74,720,000

17.2

14.9

1.4

22.6

7.4

63.5

7.0

0.0

7.0

14.3

2.3

0.4

0.9

11.6

0.0

29.5

100.0

▲263,376

782,231

34,155

318,327

925,890

1,797,227

346,307

500

346,807

▲1,026,053

▲165,299

159,525

▲80,000

▲502,207

0

▲1,614,034

530,000

▲2.1

7.0

3.2

1.9

16.8

3.8

6.6

10.2

6.6

▲9.6

▲9.9

58.1

▲11.5

▲5.8

0.0

▲7.3

0.7

消
費
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他

義務的経費（①+②+③）39,433,052 52.4 40,404,154 54.1 ▲971,102 ▲2.4

令和５年度　当初予算の概要
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令和５年度
当初予算の７つの柱
　このまちがすべての市民に愛され「持続
可能な経済循環するまち」として発展し続け
るよう、市民生活を着実に前に進めるべく、
令和５年度に今治市が取り組んでいく政策
を７つの柱に沿って説明します。

　新型コロナウイルスワクチンの追加接種を着実
に進めるとともに、職場内感染による感染の拡大
防止のため、市内事業者に対し、抗原検査キットの
無償配布を行うほか、５類への移行に安堵すること
なく、あらゆる場面を想定した備えをしっかりと講
じます。

ウィズコロナ対策と
地域経済の立て直し01
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感染拡大防止・セーフティネットの機能の強化

感染拡大への備え 5,487万２千円

新型コロナウイルスワクチン接種 ５億１,056万５千円
健康推進課

新型コロナウイルスワクチンの予防接種にかかる経費です。
高齢者、基礎疾患を有する方、医療従事者等■追加接種（６回目）… 
※その他の方々については、国の方針に沿って新型コロナワクチン接種を実施していきます。

⑵集団生活への備え　
　保育施設や教育施設など、集団生活におけるクラスター防止対策を講じます。

2,762万円
こども未来課・ネウボラ政策課・保育幼稚園課・教育大綱推進課・生涯学習課

⑴重症化への備え　　　　　　　　　　　　　
　高齢者や基礎疾患のある方など、重症化リスクの高い方々に対する感染予防対策を講じます。

648万5千円
福祉政策課・介護保険課・障がい福祉課

⑶不特定多数が集まる場面への備え　
　イベント、観光文化施設等における感染防止対策を講じます。　 

976万7千円
福祉政策課・観光課・スポーツ振興課・文化振興課・公園緑地課・生涯学習課

新規 ⑷感染予防に取り組む事業者等への支援　 1,100万円
健康推進課

01 ウィズコロナ対策と地域経済の立て直し令和５年度　当初予算の柱

職場内感染による感染拡大を防ぐため、市内事業者に対し新型コロナウイルス抗原検査キットの配布を行います。

拡充



令和５年度　当初予算の柱
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01 ウィズコロナ対策と地域経済の立て直し

ウィズコロナ対策と地域経済の立て直し

セーフティネット加入促進事業 300万円
農林水産課

⑴農業経営収入保険加入促進事業費
■対　象…市内の農業者（青色申告）で農業経営収入保険に新たに加入する者
■助成額…保険料額の１/２（認定農業者）または１/３（認定農業者以外）上限10万円
⑵漁業経営セーフティネット加入促進事業費 
■対　象…愛媛県漁業協同組合各支所の正組合員で漁業経営セーフティネットに新たに加入する者
■助成額…令和５年度における加入積立金の１/２
　　　　　　　　　　　　　

⑴観光施設
　大三島海洋温浴館及び農村交流館／鈍川せせらぎ交流館／宮窪カレイ山展望公園
⑵公園施設　
　瓦のふるさと公園
⑶社会教育施設　
　図書館

250万円

50万円

新規

観光課

公園緑地課

生涯学習課

指定管理施設へのエネルギー価格高騰対応 1,589万5千円拡充

指定管理更新に伴いエネルギー価格高騰による影響額を指定管理料に反映させました。
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　合併20周年記念事業の準備を進めるほか、市
民の皆さんにとって“便利でやさしい”身近に感じ
ていただける市役所を目指します。
　伯方支所移転後の跡地利用において、民間活力
を活かし、地域活性化の起爆剤となるよう一体的
な利用環境の整備を進めます。

「市民が真ん中」の
まちづくり02

令和５年度
当初予算の７つの柱



02「市民が真ん中」のまちづくり令和５年度　当初予算の柱

新たな市役所への変革

合併20周年記念事業 1,870万円
合併20周年記念事業課

⑴合併20周年記念事業のトータルプランニング
合併20周年（令和７年１月）に向けた記念事業の計画策定、広報戦略の企画、情報発信等を実施します。
⑵その他事務経費 　　　　　　　　　　　　　

11

1,500万円

370万円

⑴SDGs普及啓発事業 
普及啓発ツールとして独自のボードゲームを作成し、出前講座や市民向け研修会等で利用します。 
⑵未来を変えるSDGs事業 
SDGsアンバサダー等による学生を対象とした講演会やワークショップを実施します。
■対　象…市内中学校・高校および市内高等教育機関の生徒   
⑶サステナブル研究活動支援  　　　
SDGsを推進する研究会等の組織に対し、本市の地域課題解決に資する取組にかかる活動経費の一部を支援します。 
■対　象…分校を含む市内高校および市内高等教育機関　
■助成額…１校あたり　10万円

75万円

300万円

100万円

新規

地方創生SDGsの推進

新規

新規

拡充

475万円
市民が真ん中課

370万円



令和５年度　当初予算の柱 02「市民が真ん中」のまちづくり

ベンリな市役所推進 3,007万４千円
⑴ドコデモ市役所導入事業
ア「手のひら市役所」の推進

イ「移動市役所」導入実証業務　

⑵「書かない窓口」システム導入

12

646万５千円

860万９千円

未来デジタル課

市民が真ん中課

新規

■内　容…オンライン申請システム、本庁・支所間オンライン相談の整備

■導入時期…令和５年１０月頃
■実施業務…オンライン相談、マイナンバーカード申請受付など 

■内　容…ペーパーレスによる住民異動届の作成、申請書への基本情報の記入省略
■対象手続…転出・転入・転居（手続き後は子育て関連など他の窓口における申請も基本情報の記入省略）

　

1,500万円
市民課



新規

新規

02「市民が真ん中」のまちづくり

市民サービスの向上

令和５年度　当初予算の柱

公共交通と新たな交通システムの融合による地域交通活性化

2億4,752万9千円

1億499万8千円

  6,257万2千円

1,416万4千円

地域振興課

ア 生活交通バス路線維持・確保対策事業費
　  ■補助対象…瀬戸内運輸㈱、瀬戸内海交通㈱

ア 乗合タクシー運行委託
　  ■路　線…朝倉地区（朝倉地域内・済生会病院方面）　吉海地区（田浦・椋名）
　　　　　　  玉川地区（玉川地域内・近隣目的施設　※令和５年10月より運行開始予定）
イ オンデマンド型交通運行事業
　  ■内　容…フルデマンド型の乗合送迎サービス「チョイソコ」の導入
　  ■対　象…上浦および大三島地域の一部

⑴地域公共交通の維持・確保

⑵新たな交通システムの導入

イ さざなみ渡船事業費
　  ■航　路…津島～幸航路

ウ 離島航路事業費
　  ■補助対象…有限会社くるしま（馬島～波止浜航路、津島～今治航路、鵜島～宮窪航路）

エ 地方航路運航費　
　  ■補助対象…大三島ブルーライン（今治～木江・大三島・岡村航路）、芸予汽船株式会社（今治～土生航路）

オ 市営せきぜん渡船関係業務
　  ■補助対象…市営せきぜん渡船（岡村～今治航路）

1,300万円
市民が真ん中課

731万２千円
地域振興課

  7,377万4千円

５億2,334万9千円

13



02「市民が真ん中」のまちづくり

市政への市民参画

広聴機能の充実　

令和５年度　当初予算の柱

42万7千円
市民参画課

　  ■内　容…市民が真ん中検討委員会の開催、市民参画の指針作成など
⑴市民が真ん中推進事業

ゼロ予算
市民が真ん中課

　  ■内　容…
　  ■設置時期…令和５年９月（予定）

新規

拡充

新規

⑵市民が真ん中審議会（仮称）

103万4千円
秘書広報課

　  ■内　容…市民が真ん中懇談会、Bariが真ん中未来セッション、おでかけ支所長室など
⑶市民が真ん中懇談会事業

90万円
秘書広報課

　  ■内　容…市長との懇談会、市役所見学、事業所見学など
　  ■対　象…今治市内の小学４～６年生（100名）

⑷こども「ハタラク」探検隊事業

236万1千円

14

市長と語り触れ合うことで子どもたちが市政を身近に感じるとともに、地域の仕事を知ることで発見の機会を与
え、未来について考える契機とします。

⑴の指針に基づく大規模事業の決定過程において市民の声を反映させるための機関を設置します。



02「市民が真ん中」のまちづくり令和５年度　当初予算の柱

民間活力を活かした伯方支所跡地の有効活用　＜債務負担行為予算　令和5年度～令和7年度＞ 
総務調整課 スポーツ振興課 生涯学習課

新規

15

伯方支所跡地を活用して、公民館及び体育館を整備するほか、民間活力を活かしたにぎわい拠点づくりを実施します。

■事業費　 支所（解体）　　　　　　　
体育館（解体・整備）　　　
公民館（解体・整備）

1億2,070万円
3億7,930万円
7億2,690万円

 計　12億2,690万円



16

　「今治市デジタル未来戦略」に基づき、地域一
体での「デジタル力の底上げ」を図ります。
　新たな取組として、職をお求めの方や市内で働
く皆さんを、「デジタル人材」へと育成するリスキ
リング支援により、市民リテラシーの向上と良質
で安定的な雇用の創出に取り組みます。

デジタル化の加速・
スマートシティ今治の推進03

令和５年度
当初予算の７つの柱
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03 デジタル化の加速・スマートシティ今治の推進令和５年度　当初予算の柱

デジタル未来戦略推進事業　新規 850万4千円
未来デジタル課

⑴オンデマンド型交通運行事業
⑵ドコデモ市役所導入事業　※再掲　

ア 「手のひら市役所」の推進

イ 「移動市役所」導入実証業務

⑶しまなみ近未来フェア

1,300万円

646万5千円

860万９千円

500万円

市民が真ん中課

未来デジタル課

市民が真ん中

市民が真ん中

■内　　容…近未来技術関連の展示会、空飛ぶクルマ関連イベントの開催

■内　容…ワークショップ、市民向けイベントの開催、関係機関での情報交換会
■参加者…今治市、市内企業、市民団体など

　

デジタル未来戦略に基づき、「市民生活｣「まちづくり｣「行政」の３つの分野におけるＤＸの推進を目指し、デジタル戦略会議
及びデジタル未来コンソーシアムを設置します。　

国家戦略特区推進費（オンデマンド型交通運行事業ほか） 3,307万4千円
国家戦略特区を活用した先進技術の導入および実証を行うほか、市民が近未来技術にふれる機会を創出し機運の醸成を
図ります。

新規

拡充
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03 デジタル化の加速・スマートシティ今治の推進令和５年度　当初予算の柱

マイナンバーカード取得促進事業費新規 2,051万1千円
市民課

デジタル人材の育成に向けたリスキリング支援事業 1,070万円
産業振興課

■対　象…マイナンバーカード申請時来庁方式、出張申請受付方式、庁舎外でのサポート方式の申請者
■賞　品…ＦＣ今治ホームゲームシーズンチケット（300組分）

⑴マイナンバーカードを作って今治里山スタジアムでＦＣ今治を応援しようキャンペーン

■実施方法…未申請者へ案内文書を送付後、電話連絡のあった希望者を訪問
■訪問場所…希望者の自宅や近くの公共施設

■内　容…プログラミング技術等の習得支援、フォローアップなど　　　

⑷未申請者へ案内文書を送付後、電話連絡のあった希望者を訪問

■実施場所…市内郵便局５局（桜井郵便局、今治国分郵便局、波止浜郵便局、今治小泉郵便局、伯方有津郵便局）
⑵郵便局マイナンバーカード申請支援業務

840万2千円

442万2千円

448万７千円

320万円

■実施場所…各支所地域の拠点（公民館・スーパー）、老人ホームなど
⑶マイナンバーカード出張申請受付派遣委託業務

求職者や市内で働く方をデジタル人材へと育成するリスキリング支援により、良質で安定的な雇用の創出・継続につなげ
るとともに、市内企業のＤＸ推進を担う人材の育成・確保を図ります。

新規



19

　学生のUターン就職と企業の人材確保の支援、
企業の魅力の深堀りを推進するほか、ライブコ
マースでの「デジタル今治ツアーPR」を展開する
など、新たな手法で地域資源の価値を着実に高め
ます。
　また「いまばりサイクルシティ構想」を核とする
広域観光のより一層の推進により「滞在型」観光へ
の転換による実需の創出を図ります。

瀬戸内クロスポイント構想の実現
（経済の新しい成長とi.i.imabari！のパワーアップ）04

令和５年度
当初予算の７つの柱
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若者人材ふるさと回帰支援事業費新規 2,071万５千円
産業振興課

産業と仕事支援

⑴合同企業説明会「バリターン・ミーティング」開催（年２回）  
学生のＵターン就職を促進し、市内企業の人材確保を支援します。

⑵企業紹介デジタルガイドブックの作成  
市内企業の情報や魅力を発信します。（合同説明会、成人式で配布） 

⑶インターンシップを通じた学生による企業魅力発信事業  
合同インターンシップを通じ、学生と企業の若手社員が連携して企業紹介動画を制作します。

⑷奨学金返還支援制度導入企業等応援事業  
　

862万5千円

495万円

630万円

84万円
愛媛県が実施する奨学金返済の支援制度に登録し、従業員の奨学金返還支援を行った企業
とその従業員を支援し、若年層を中心とした人材の確保と定着を促進します。

04 瀬戸内クロスポイント構想の実現（経済の新しい成長とi.i.imabari！のパワーアップ）令和５年度　当初予算の柱
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04 瀬戸内クロスポイント構想の実現（経済の新しい成長とi.i.imabari！のパワーアップ）令和５年度　当初予算の柱

バリシップ2023開催支援 3,000万円
産業振興課

４年ぶりの今治、リアル展の開催を積極的に支援します。
■内　容…令和５年５月25日㈭～27日㈯
■会　場…テクスポート今治、旧今治コンピュータカレッジ、フジグラン今治

　
〈サブイベント〉　 
●学生向けビジネスデー体験イベント
●職業別ワークショップを通じた海事教育セミナー
●船の見学会（船名：おりんぴあどりーむ　せと）
●「バリシップ見学会×フネージョ★」イベント
●海洋教育イベント、海事産業×デジタルで未来を考えるセミナー
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04 瀬戸内クロスポイント構想の実現（経済の新しい成長とi.i.imabari！のパワーアップ）令和５年度　当初予算の柱

20万円

150万円

新規就農マッチング・サポート事業新規 170万円
農林水産課

農林水産業の支援

⑴短期就農体験事業

　　　　　
■助成額…①2,500円×２×10人　②15,000円×10人  
    
⑵新規就農者農業用機械等整備支援事業

 
■助成額…事業費の２分の１以内（上限15万円）  

①チョコっと農業体験（半日～１日）、
②短期就農体験（１週間程度）を実施する際の参加者の交通費を一部助成します。　

令和４年度に開始した新規就農者育成総合対策のうち経営発展支援事業の助成要件を満たさない農業用機械・施
設を整備した認定新規就農者を支援します。
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04 瀬戸内クロスポイント構想の実現（経済の新しい成長とi.i.imabari！のパワーアップ）令和５年度　当初予算の柱

■内　容…分析に基づくターゲット層を絞り込んだＷｅｂ広告・ＰＲコンテンツの制作などを実施します。
⑴おいで今治！魅力徹底分析・発信戦略 1,612万円

■内　容…移住希望者の現地活動に要する宿泊費の一部を助成します。
■補助内容…１人当たり5,000円/日（上限６泊分・最大3万円）

⑵おいで今治！お試し移住滞在サポート事業費 360万円

■補助対象…移住者による住宅の新築または購入費用　
■補助内容…対象事業費の１／１０（上限30万円）
■加算金…18歳以下1人につき10万円を加算（上限20万円）　※条件不利地域に関しては上限40万円

拡充

新規

⑶住もういまばり！移住者住宅取得事業費補助金 1,190万円

■内　容…旧市外の空き家所有者が賃貸用に住宅改修する際に係る費用の一部を助成します。
■補助対象…①住宅の改修（居住に関する諸工事）※条件不利地域に限る　
　　　　　②家財道具の搬出等（入居又は住宅の改修に必要な家財の搬出や清掃等）
■補助内容…①対象事業費の１/２以内（上限100万円）
　　　　　②対象事業費の１/２以内（上限  10万円）

⑷住もういまばり！住宅改修賃貸支援 660万円

移住交流推進事業費 1億1,589万円
しまなみ振興課地域振興課

i.i.imabari!のパワーアップ
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04 瀬戸内クロスポイント構想の実現（経済の新しい成長とi.i.imabari！のパワーアップ）令和５年度　当初予算の柱

■内　容…県外からの移住者に対し住宅の改修等に要する経費の一部を助成します。
■補助対象…住宅の改修・家財道具搬出
■補助率等…

⑸移住者住宅改修支援事業費 4,640万円

■内　容…「住みたい田舎ベストランキング１位」受賞記念セミナーの開催、定住支援員の委嘱
⑹「もっと住みたいまちづくり」シンポジウム　 145万円

■内　容…地域の重要な中小企業への就業や社会的起業をする移住者への支援を行います。
■対象者…東京23区在住者・通勤者（５年以上の定住宣言）　
■補助基準…「あのこの愛媛」登録の市内企業に就職・起業　100万円（単身60万円）
　　   　　本市に移住して社会的事業を起業　300万円（単身260万円※県補助金を含む）
■加算金…子育て世帯は対象となる子ども一人当たり100万円上乗せ

⑺地方創生移住支援事業費補助金 300万円拡充

新規

通常地域　      ２／３以内・上限200万円（子育て世帯400万円）
条件不利地域　２／３以内・上限250万円（子育て世帯500万円）
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04 瀬戸内クロスポイント構想の実現（経済の新しい成長とi.i.imabari！のパワーアップ）令和５年度　当初予算の柱

今治産品の宣伝紹介、県内外での物産イベント等への参加によるＰＲを行います。   
⑴物産宣伝紹介事業費 1,846万4千円

今治の魅力・価値を“戦略的”に全国・世界へ発信します。   
ア i.i.imabari!キッチンカーPR事業 
イ i.i.imabari!デジタルツアー

⑵ブランド推進事業費

ウ i.i.imabari! fair ＠来島海峡SA
エ 高校生を起用したPRCM及びイベント

新規

新規

新規

新規

100万円

i.i.imabari!ブランド推進事業 2,924万7千円
i.i.imabari!推進課

400万円
278万３千円

300万円

■内　容…ライブコマース「デジタル今治ツアー」によるＰＲを展開 
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04 瀬戸内クロスポイント構想の実現（経済の新しい成長とi.i.imabari！のパワーアップ）令和５年度　当初予算の柱

観光振興事業費
観光課

7,830万円拡充

⑴修学旅行宿泊誘致促進事業費

■対　象…

■助成額…児童生徒１人当たり1,500円　※上限撤廃

⑵ワーケーション推進事業　
本市へのワーケーションの呼び込みPRと助成事業を実施することにより、交流人口の拡大を図ります。
■対　象…ワーケーションを実施する今治市外を所在地とする企業等またはその従業員
■助成額…宿泊料金　1泊あたり5,000円
■追加補助…

1,500万円

800万円

200万円⑶ＭＩＣＥ誘致促進事業　
市内で開催される大会、会議、学会、展示会等の誘致を促進し、地域経済の活性化及び交流人口の拡大を図ります。
■対　象…事業主催者（50人泊以上を要件）
■助成額…国内参加者5,000円／人　国外参加者1万円／人
■上限額…50万円（延べ100人泊まで）、100万円（延べ100人泊超）

研修を実施する際の講師派遣費用補助（上限　5万円／企業）
地域のイベントに参加する企業に補助（上限　5万円／企業）
家族同伴で参加する社員のアクティビティ体験に補助（上限　1万円/家族）　

コロナ禍で増加した都市部からの修学旅行の受入を拡大し、地域経済の回復を図るため修学旅行の誘致と独自の
おもてなしに取り組む事業者を支援します。

①修学旅行客を受け入れ、独自のサービスを実施する市内宿泊事業者
②市内に宿泊し、有料の観光施設や体験型メニューを利用する修学旅行の企画・手配を行う旅行代理店等

拡充

新規

新規
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04 瀬戸内クロスポイント構想の実現（経済の新しい成長とi.i.imabari！のパワーアップ）令和５年度　当初予算の柱

⑷地域伝統芸能交流推進業務新規

新規

530万円

3,600万円

200万円

本市の姉妹都市である群馬県太田市の友好都市：青森県弘前市の『弘前ねぷた保存会』を招致し市内郷土芸能との
共演により誘客促進を図ります。

今治地方観光協会の行う本市の観光振興事業を支援します。

観光ブランドの創出、観光イベントの助成、観光商品の企画開発・販売促進

観光地における環境及び良好な景観の保全など

観光宣伝媒体の製作及び管理、フィルムコミッションの推進など

観光客に対する接遇の向上、観光地への移動の円滑化など　

せとうちみなとマルシェを拠点とした今治港周辺を組み込んだバスツアー等に助成を行い、更なる今治港周辺のに
ぎわい創出を図ります。

⑸観光振興事業費補助金（今治地方観光協会）
　
ア　観光資源活用事業
　  
イ　観光資源保全事業

ウ　観光宣伝紹介事業
　  
エ　観光客誘致事業
   
⑹今治港周辺観光客誘致支援事業

■対　象…旅行事業者
■助成額…市外観光客1,000円／人
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04 瀬戸内クロスポイント構想の実現（経済の新しい成長とi.i.imabari！のパワーアップ）令和５年度　当初予算の柱

⑺せとうちみなとマルシェ誘客促進事業新規 1,000万円
せとうちみなとマルシェ出店店舗で利用できるプレミアム付きクーポン券を発行し、効果的な広告宣伝の実施によ
るリピート誘客促進と消費喚起を図ります。
※せとうちみなとマルシェ開催１周年記念

⑴サイクルシティ推進協議会の発足

⑵しまなみ広域サイクルツーリズム圏域形成協議会（県市町連携事業）

新規

新規

760万円
官民一体による自転車利用環境の整備としまなみ海道を核とした地域の活性化により「サイクルシティIMABARI」
の推進を図ります。

広域サイクルツーリズム圏域「グレーターしまなみ・えひめ」（GSE）を形成し「滞在型」観光への転換促進と実需の創
出を図ります。

「愛媛サイクリングの日」と連動したサイクリングイベント運営、小・中学生対象の自転車教育プログラム、地域
魅力発信サイクリングモデルコース策定、しまなみ海道サイクリング情報等発信

シェアサイクルの普及促進、通行環境整備の提案・検討　など

ア　サイクルシティ推進（進化・深化・真価）事業
　  

イ　サイクルシティ推進（加速化・発展・検討）事業

サイクルシティ推進課

サイクルシティ推進課
443万7千円

■販売価格…1セット1,000円（500円券×3枚）
■利用期間…イベント開催日（令和５年11月～令和６年２月の開催日　計８回）

〈クーポン概要〉

サイクルシティIMABARIのパワーアップ ２億5,568万円
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04 瀬戸内クロスポイント構想の実現（経済の新しい成長とi.i.imabari！のパワーアップ）令和５年度　当初予算の柱

⑶糸山サイクリングターミナル造成工事 3,800万円
しまなみサイクリングの拠点施設における駐車場拡張工事を実施します。

⑷自転車通行空間整備工事（道路橋りょう補修事業費） 2億100万円
道路課

今治駅からしまなみ海道までの自転車通行空間を整備します。
（市道北宝来近見線道路改良工事）

⑸しまなみ海道自転車道利用促進費 464万3千円
しまなみ海道自転車道の利用促進や利便性向上を図ります。

サイクルシティ推進課

サイクルシティ推進課
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　まちなかの回遊性向上の検討を進めるととも
に、芸術の側面から地域の課題解決と魅力創出を
図り、新しい文化の醸成を図ります。
　太陽光発電設備設置などによる「エネルギーの
地産地消」や、クリーンエネルギー活用促進への機
運醸成を図り、GX（グリーントランスフォーメー
ション）の推進に取り組みます。

島と海と陸をつなぐ
魅力あるまちづくり

令和５年度
当初予算の７つの柱

05
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05 島と海と陸をつなぐ魅力あるまちづくり令和５年度　当初予算の柱

3,000万円

340万円

412万５千円

新たなまちづくり・中心市街地の再開発

魅力都市創生事業新規 3,752万5千円
市民が真ん中課

⑴中心市街地まちづくり構想実現化方策検討業務
■内　容…市役所本庁舎等公共施設の再編・再配置、施設跡地活用案の検討
　　　　　シビックゾーン再整備基本計画の策定
　　　　　まちなかの回遊性向上を図る道路空間の在り方についての企画検討　　　
⑵アーティスト・イン・レジデンス事業
■内　容…
■補助内容…交通費、住居費、作品制作費　など
　　　　　空き物件活用、移住促進、コンテンツの創出、観光資源化、芸術振興等をもたらします。
　　　　　（東京藝術大学との連携）
⑶公共空間等における滞在空間創出事業　
■内　容…公共空間の開放、イベントの開催　
■場　所…芝っち広場、広小路、はーばりー、ＪＲ今治駅前　など

観光課

拡充 鈍川温泉“ゆ”ノベーション推進事業 200万円

令和5年3月　中長期的に取り組むための玉川地域のグランドデザイン策定（令和４年９月補正）
令和5年4月　グランドデザインを活用した玉川鈍川地区の活性化事業、認知度向上のための情

報発信強化に向けた取組

「地域観光の再生」に地域一体で取り組む団体を支援し、地域単位での観光客の回復と魅力ある持続可能な観光地
づくりを促進します。

アーティストが地域に一定期間滞在し、地域との交流を交え空き店舗等の資源を活用し作品制作を行う



市民参画課

今治里山スタジアムにぎわい創出事業新規 300万円
スポーツ振興課

05令和５年度　当初予算の柱 島と海と陸をつなぐ魅力あるまちづくり

32

■対　象…

■助成額…児童生徒１人当たり1,500円　※上限撤廃

今治里山スタジアムに365日のにぎわいを創出するため「FC今治」「イオンモール今治新都市」「今治市」の３者を中心に、
市民団体等を巻き込んだ「今治里山スタジアムエリアにぎわい創出グループ（仮称）」を創設し各種事業を実施します。
●ホーム戦応援喚起事業　
●ｅスポーツ普及啓発事業　など



05 島と海と陸をつなぐ魅力あるまちづくり令和５年度　当初予算の柱

ゼロエミッション社会への移行
環境政策課

地域再生可能エネルギー推進事業 997万7千円新規

⑴第三者所有型太陽光発電設備導入事業（ＰＰＡモデル）

■設置個所…５か所程度

⑵公共施設への太陽光発電設備設置基本調査業務

■内　容…基本調査　10か所程度
　　　　　基本設計　５か所（予定）
　　
　

33

長期間設置可能な公共施設への太陽光発電設備の導入を民間事業者が行います。

ＰＰＡモデル導入と並行し、自営による公共施設等への太陽光発電設備設置を検討するため、耐荷重等詳細な調査を
行い設置可能な施設について基本設計を行います。
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新規

新規

新規

新規

ＧＸ推進事業 8,284万6千円

環境政策課

環境政策課

環境政策課

農林水産課

用地管理課・教育大綱推進課・市民参画課・しまなみ住民課

⑴ＧＸ推進スタートアップシンポジウム

⑵新エネルギー等関連設備設置支援
■内　容…対象の新エネルギー等関連設備を設置または購入した際の費用を補助するもの
■対　象…令和４年度（前年度）に燃料電池、蓄電池、ＺＥＨ、電気自動車(EV車)いずれかを購入した者

⑶今治ブルークリーンプロジェクト
■内　容…海洋環境問題等に関する企業見学・研修など
■対　象…市内小中学生および保護者

⑷未利用森林資源調達研究事業費

⑸LED化推進事業
　ア　道路照明等まるごとLED化事業
　イ　学校施設LED化事業
　ウ　防犯灯設置費等補助金

200万円

2,550万円

74万円

40万円

　5,420万6千円

拡充

拡充

温室効果ガスの排出を削減することを目的に、クリーンエネルギーを活用する社会構造への転換を促進します。

ＧＸに関する意識、啓発を進め、機運醸成を図るために地元企業を対象としたシンポジウムを開催します。

未利用森林資源の活用に向けた木材調達についての協議検討を行います。
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新規

新規

新規

文化・スポーツのまちづくり

アートによる新しい文化の醸成事業

⑴ふるさとゆかりの偉人マンガの製作と活用事業

⑵アートプロジェクト策定業務

⑶アーティスト・イン・レジデンス事業 ※再掲

⑴eスポーツ普及促進事業

⑵eスポーツ生きがい健康づくり事業
　　　　　　

340万円

366万８千円

300万円
文化振興課

文化振興課

市民が真ん中課
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故郷にゆかりのある偉人（丹下健三氏）に関するマンガを制作、小中学生へ配布活用し、故郷への興味関心の向上等
に繋げます。

東京藝術大学の卒業生や修了生が本市を現状分析、ポテンシャル調査し、洗い出した課題について連携し解決して
いくための実行計画を策定します。
令和５年　実行計画策定、東京藝大との連携協定締結、アーティスト・イン・レジデンス事業
令和６年～８年　アートコンテンツイベントとクリエイター育成の両輪で事業実施予定

年齢や障がいの有無に関わらず誰もがチャレンジできるeスポーツに気軽に触れられる（知る・観る）機会を創出する
ことで、身近な場所での体験を通してフレイル予防や健康促進に繋げます。

様々な方が同時に競技可能なeスポーツ大会の開催により、魅力あるまちづくりの推進、新しい交流を生み出します。

eスポーツによる新たな魅力あるまちづくりの推進新規

161万4千円

300万円
スポーツ振興課

福祉政策課

461万４千円

1,006万8千円
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　今治版ネウボラ拠点施設のフレームについて市
民の皆さんと一緒に考えていくための基本計画の
策定に取り組むとともに、サテライト機能として大
型公園に乳幼児専用エリアを整備します。
　医療費助成の対象を18歳年度末までに拡大す
るほか、食材高騰による給食費の保護者負担への
影響を生じさせないための取組を継続し、安心し
て子育てができる環境づくりに取り組みます。

ひとりひとりが輝く
今治の創出06

令和５年度
当初予算の７つの柱



37

06 ひとりひとりが輝く今治の創出令和５年度　当初予算の柱

子育て支援・今治版ネウボラの推進

今治版ネウボラ地域連携強化事業新規 100万円

⑴地域連携事業の推進・充実
子育ての楽しさの理解を深める子育て世代向けの講演・講座を実施します。
■受講対象…子育て世代（保護者）

⑵地域の子育て関係者の連携強化
市内保育士等のスキルアップのための研修、子育て関係者の連携強化を図ります。
■受講対象…市内保育士、保育教諭　等
⑴⑵を連携事業として６回開催予定

ネウボラ政策課

50万円

保育幼稚園課

50万円

今治版ネウボラ拠点整備新規 1億6,930万円

⑴今治版ネウボラ拠点施設整備検討事業
今治版ネウボラ拠点施設整備のための基本計画の策定を行います。

⑵公園整備計画の策定
あらゆる世代のニーズを踏まえた特色ある公園整備計画を策定します。

⑶遊び場サテライト公園整備

ネウボラ政策課

3,300万円

公園緑地課

540万円
環境施設課公園緑地課

1億3,090万円
町谷キッズパーク（仮）の建設予定地の造成工事や既存公園にネウボラ拠点施設のサテライト機能（乳幼児専用空間
の整備）を設けます。
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06 ひとりひとりが輝く今治の創出令和５年度　当初予算の柱

１８歳（高校生世代）までの医療費無料化拡充 4,760万円
保険年金課

入院、通院、歯科通院にかかる子ども医療費助成の対象を、現在の15歳から18歳の年度末まで拡充します。
■対　象…小学生、中学生、高校生世代
■助成対象…保険診療による医科、歯科などの自己負担分

給食費等の負担軽減による子育て支援 9,780万円

⑴保育所給食等材料費高騰対応事業費
保育所、認定こども園、幼稚園等の給食材料費高騰に対応し、安全安心でおいしい給食の提供、維持に努めます。
私立施設…補助金交付
公立施設…賄材料費増額

⑵学校給食材料費高騰対応事業費
小学校、中学校の給食材料費高騰に対応し、安全安心でおいしい給食の提供、維持に努めます。
学校給食運営委員会への補助金交付

保育幼稚園課

4,510万円

学校給食課

5,270万円
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06 ひとりひとりが輝く今治の創出

学びの充実・教育大綱の推進

子どもに寄り添う各種のサポート　　　　　　　　　　　　　　

　ア　愛と心をつなぐ不登校対策事業
         校内サポートルームの取組の拡大などにより、不登校児童生徒の学校復帰を支援します。

　ウ　フリースクール運営支援
■対象団体…愛媛県からフリースクールとして選定をうけている市内の団体のうち、
　　　　　令和5年度愛媛県フリースクール連携推進事業補助金交付申請を行う者
■補助金額…愛媛県のフリースクール連携推進事業補助金交付決定額の1/2または10万円のうち低い額

拡充

拡充

新規

⑵特別支援学級のサポート体制強化

学校教育課

学校教育課

2,852万9千円

　イ　サポートルーム等の環境整備
         空調設備のリースや電子黒板の整備により環境整備に取り組みます。

拡充
教育大綱推進課

1,634万1千円

20万円

学校教育課

1億1,800万8千円

拡充 ⑶子ども家庭総合支援拠点事業費
すべての子どもとその家庭等を対象に必要な支援に係る業務を行います。
特に要支援児童及び要保護児童等への支援業務のより一層の強化を図ります。

ネウボラ政策課

1,893万7千円

障がいのある児童生徒が安心・安全な学校生活を送るために必要な支援を行う学校生活支援員を配置します。

⑴不登校児童生徒への支援

令和５年度　当初予算の柱

１億８,201万５千円
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06 ひとりひとりが輝く今治の創出令和５年度　当初予算の柱

共生社会推進事業

多様な生き方の尊重

性別・年齢・障がい・国籍・性的指向・性自認などにかかわらず、誰もがそれぞれの個性と能力を発揮できる多様性に富んだ
活力ある社会の実現を目指します。
〈事業内容〉
●パートナーシップ宣誓制度の導入（令和５年４月１日施行）　
●レディース会議および女性活躍推進講演会の開催
●庁内ＰＴの立ち上げ
●共生社会推進審議会の設置（予定）
●今治市共生社会推進の方針の作成など

新規 139万6千円
市民参画課
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06 ひとりひとりが輝く今治の創出令和５年度　当初予算の柱

健康・長寿・シニアの活躍支援

ねんりんピック開催事業新規 4,409万6千円
福祉政策課

■会　期…令和5年10月28日㈯～令和5年10月31日㈫
■参加選手…約1,700人
■開催内容…ソフトボール（大新田公園・波方公園・玉川総合公園）、ダンススポーツ（中央体育館）
※市独自の「おもてなし」として、独自の観光ツアーの開催や、記念品の配布を予定しています。

インフルエンザ予防接種（受験生世代への支援等） 2,141万9千円
健康推進課

⑴子どもを守るインフルエンザ予防接種に対する支援　
重症化予防のため、小児・児童への季節性インフルエンザ予防接種費用を助成します。
■対　象…生後6ヶ月から12歳までの小児・児童
　　　　　※対象者を「10/1までに６カ月を迎える者」から「1/31までに６カ月を迎える者」へ拡充します。 
■助成額…任意接種１回につき1,000円

⑵受験生世代へのインフルエンザ予防接種に対する支援
安心安全な受験環境の整備を図るため、季節性インフルエンザ予防接種費用を助成します。
■対　象…中学３年生、高校３年生世代  
■助成額…任意接種１回につき1,000円

1,912万7千円

229万2千円

拡充

新規
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06 ひとりひとりが輝く今治の創出令和５年度　当初予算の柱

障がい者にやさしいまちづくり

しまなみの子どもを育む交通費支援事業新規 145万円
障がい福祉課

保育幼稚園課

障がい児保育促進事業拡充 7,000万円

障がい児通所支援事業所に通う際の、しまなみ海道通行料の一部を助成します。
■対　象…

■助成額…しまなみ海道通行料金のうち半額相当分

島しょ部から障がい児通所支援事業所に通う児童のうち、「有料道路における障害者割引制度」の対象と
なっていない方 

■対象児童…

■対象児童数…94人（令和4年10月時点対象児童71人＋新規23人）

①特別児童扶養手当支給の対象児童
②手帳（身体・療育・精神）交付児童
③児童発達支援施設を定期的に利用している児童

保育を必要とする保育認定２・３号の障がい児を受け入れた保育所等への支援を拡充します。

①
②
③

197,700円
49,420円
24,710円

委託単価区分
従来

①
②
③

197,700円
98,850円
49,425円

委託単価区分
■変更後

４人
12人
78人

対象児童

▶

①
②
③

１人
４人
８人

保育児童区分
保育士１人当たりの保育児童数

①
②
③

１人
２人
４人

保育児童区分

▶
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　災害時の避難支援の実効性を高めるための個別
避難計画の策定を進めるほか、新たに中山間部や島
しょ部などの地域特性に応じた広域避難訓練を実施
し、誰もが安心して暮らせる地域社会の実現を図りま
す。

防災・減災対策で災害に強いまちづくり07
令和５年度
当初予算の７つの柱
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07 防災・減災対策で災害に強いまちづくり令和５年度　当初予算の柱

避難行動要支援者個別避難計画作成業務 657万円
福祉政策課

消防本部総務課

■対象者…要介護３以上の要支援者、身障手帳１・２級の要支援者

■内　容…煙体験、消防車展示、レスキュー体験、非常食試食コーナー、消防団音楽隊演奏など

市民とふれあい消防フェスタの開催新規

新規

100万円

災害時の避難支援の実効性を高めるために、自力での避難が困難な、いわゆる「ハイリスク層」の方々の個別避難
計画を作成します。

市民と消防がふれあう体験を通して防災意識の高揚を図ります。
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07 防災・減災対策で災害に強いまちづくり令和５年度　当初予算の柱

AEDステーション・救急安心センターの設置新規 84万円
消防本部警防課

⑴いまばりAEDステーション事業 25万円

59万円

救急現場に居合わせた一般の方が近くに設置されているAEDを用い、傷病者へ速やかに処置を行えるよう協力事
業所等にステッカー掲示を行います。

⑵救急安心センター設置費（#7119）
すぐに病院へ行くべきか、救急車を呼ぶべきか、迷った際に専門家からアドバイスを受けることができる電話相談窓
口を設置します。（県・市町連携事業）

広域防災連携事業 289万4千円
防災危機管理課

⑴総合防災訓練 164万4千円

125万円

（中山間地域）同報系防災行政無線を活用した住民の一斉避難、避難所運営に係る物資輸送及び炊出
し、愛媛県建設業協会今治支部と連携した土砂災害による行方不明者の救出
（島しょ部）　他地域への避難誘導、ドローンを利用した災害状況の把握及び避難経路の確認

新規 ⑵広域避難訓練

■内　容…ドローン飛行や土砂排除等を導入し関係団体と連携した防災訓練

■実施地域…中山間地域、島しょ部地域（各１回）
■内　容…


